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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 【 ０ ０ １ ６ 】
　 　 【 実 施 例 ２ 】
　 表 １ の 組 成 を も つ Ｃ ｏ 基 合 金 ６ ０ ０ ｇ を 高 周 波 真 空 溶 解 炉 で 溶 解 し 、 １ ５ ５ ０ ℃ の 溶 湯
を 水 冷 式 銅 製 金 型 に 流 し 込 み 、 直 径 ３ ０ ｍ ｍ ， 長 さ ８ ０ ｍ ｍ の 丸 棒 状 鋳 片 を 得 た 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 【 ０ ０ ２ ２ 】
　 　 【 発 明 の 効 果 】
　 以 上 に 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 の Ｃ ｏ 基 合 金 は 、 水 焼 入 れ 後 の 熱 処 理 で ε 単 相 に 調 整 さ
れ て い る の で 、 延 性 能 が 極 め て 高 く 、 亀 裂 ， 破 断 等 の 加 工 欠 陥 な く 目 標 形 状 に 冷 間 加 工 で
き る 。 ま た 、 冷 間 加 工 で 導 入 さ れ た 多 数 の 転 位 や 歪 み が 後 続 す る 再 結 晶 焼 鈍 過 程 で 再 結 晶
核 と し て 働 き 、 耐 磨 耗 性 ， 疲 労 強 度 の 向 上 に 有 効 な ２ ～ ３ μ ｍ 程 度 の 微 細 化 さ れ た 組 織 が



再 結 晶 焼 鈍 で 得 ら れ る 。 そ の た め 、 高 Ｍ ｏ － Vitallium本 来 の 優 れ た 耐 食 性 に 加 え 、 耐 磨
耗 性 ， 疲 労 強 度 に も 優 れ た 生 体 用 Ｃ ｏ 基 合 金 と し て 使 用 さ れ る 。
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